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　古来より，明け の 明星 あ る い は 宵の 明星 と して の 金星 の 輝 きに目を留め た こ との な い 人 は い な い だ ろう．言う

まで もなく金 星 は，全 天 で 太陽 と月の 次に明 るい 天体で あ る ．望遠鏡を用 い て 可視光 で 見 ると， 濃硫酸 の 雲 に覆

われた摸様の 乏しい デ ィス クが月の ように満ち欠けする だけで あり，火星や木 星などに比べ て 退屈な印象を持た

れ て い る か もしれな い ．しか し探 査機が 覗き見た 大気圏深 部や地表面 ， あ る い は 太陽風 と直接せ めぎ合う超高

層大気 は ，時間的 ・空 問 的 に 想像を超 えた 変化 に 満 ちて おり， 見る者の 興味を引きつ けて やまな い
一
大 フ ロ ン

ティア で ある．

　金星は 太陽系の 中で 唯．一，地球に匹敵する大 きさを持 つ 地 球型惑星で ある．地球 と金星の 比較 によっ て 地球

型 惑星 の 分化 の プ ロ セ ス や 環境変化 を支配する物理 を理解 しようとする試み は歴 史が 長 く， それ は今後も絶え

るこ となく続 い て い くだ ろう．金星が投げかける惑星科学上 の 大きな課 題は ， 人気 の 起源，テ ク トニ クス ，大気大

循 環 ， 気候調節，大気散逸など多分野 に わ た る．近年は 世界的に火星や小惑星 などの 観測に努力が傾 けられ て

おり，金星探査 は絶 えて 久 しい が，金星の 研究 に携わ る者は皆，金星 こそ比較惑星科学 の 大本 命であるとい う思

い を胸に秘め て い る はずで あ る．

　い まfi本 では 2008年打 LげをH指 して 金星探査 計画が進行して い る ，金星探査の 機運 は 世界的 に 高 まっ て お

り、欧州 で も2〔｝05 午に探査計画が ある，　
・
方で ，大気深部や地表 面を透視 できる波長 を利用した地上観測や大

気光の 地 ヒ観測 も日 本 を 中心 に 活 1兄を呈して おり，
こ れ らの 新たな観測的試みが大気物理学や プラズ マ 物理学

を中心 とする理 論研 究をも活性 化 して い る，惑屋科学会の 講演会で は 金星関連の 研 究発表は 決 して メ ジ ャ
ー

と

は言えない が，実は ri本 に お い て 金星 の 科学に 携わ る研究者は 地球電磁気 ・地球惑星圏学会，気象学会，天文

学会などに 広く分散して お り，全体として コ ミュ ニ ティ
ーは 小さくは な い ．

　本特集で は 2号
・
に わ た っ て ，こうした 躍動す る金星研究 の 現状 を伝え る 論文 を掲載す る．本号 で は 大気 力学に

関わる話題 や金星探査の 構想 を，次号で は金星の 進化，プラズ マ 過程に よ る大気散逸，地 上観測 の 話題 をカバ

ー
する．現在進行 形 の 研究成果 を掲識す るこ とを優 先 した ため，．一一方で 既 に評価 の 定 まっ た多 くの 研究成 果が

抜 け落 ちて い る こ と は
，
ど うか ご ゴ承 い た だ きた い ．日本独 自の 金 星探 査 を 控 え た ブ レイク前夜 ともい うべ き雰

囲気を感 じて い ただけれ ば幸 い で あ る．
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